
「生活保護の申請は、国民の権利です。」
生活保護は日本国憲法第25条の理念に基づき、国が「健康で文化的な最低限度の生
活」を保障する制度であり、生活保護法の定める要件を満たす限り、どなたでも受ける
ことができます。
生活保護に関する相談は、お住まいの地域の市役所、町村役場又は府保健所の生活
保護担当課にためらわずご相談ください。
※京都市内にお住まいの方は、最寄りの区役所にご相談ください。
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私たちの一生の間には、病気やけがや高齢のため働けなくなったり、働いてい
ても収入が少なかったり、いろいろな事情で生活に困ってしまうことがあります。

●　持病が悪化して働けない　　　　　　　
●　けがをして働けない
●　年金だけでは暮らせない　　　　　　　
●　給料が低くて生活が苦しい
●　子どもがいてフルタイムで働けない　　
●　再就職が決まらず生活費がない　など

生活保護は、生活に困っている方々に、経済的な援助を行うとともに、日常生
活や社会生活の自立に向けて支援する制度です。
　
わからないことや相談のある方は、お住まいの地域の市役所、町村役場又は府
保健所の生活保護の担当課に相談してください。
なお、お困りのことがあれば、お住まいの地域の民生委員にも相談することがで

きます。

生活保護の申請は、国民の権利です。
生活保護を必要とする可能性は、どなたにもあることですので、ためらわずにご
相談ください。　
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■生活
せいかつ

扶助
ふじょ

 食費
しょくひ

、被服費
ひふく ひ

、光
こう

熱水費
ねつすいひ

など日 常
にちじょう

の生活費
せいかつひ

 

■教育
きょういく

扶助
ふじょ

 義務
ぎ む

教 育
きょういく

で必要
ひつよう

な教材費
きょうざいひ

、学用品費
がくようひんひ

、 給
きゅう

食費
しょくひ

、クラブ活動費
かつどうひ

など 

■住宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

 家賃
やちん

、地代
ちだい

、家屋
かおく

の補修費
ほしゅうひ

 

■医療
いりょう

扶助
ふじょ

  病気
びょうき

やけがの治療
ちりょう

・施術
せじゅつ

に必要
ひつよう

な費用
ひよう

、通院
つういん

交通費
こうつうひ

、治療
ちりょう

材料費
ざいりょうひ

（眼鏡、コルセット）など 

■介護
かいご

扶助
ふじょ

  介護
かいご

サービスを受
う

けるために必要
ひつよう

な費用
ひよう

 

■出産
しゅっさん

扶助
ふじょ

 分娩
ぶんべん

のための費用
ひよう

 

■生業
せいぎょう

扶助
ふじょ

 仕事
しごと

に必要
ひつよう

な技能
ぎのう

の 修
しゅう

得
とく

や高校
こうこう

就
しゅう

学
がく

に必要
ひつよう

な費用
ひよう

（高校生
こうこうせい

のクラブ活動費
かつどうひ

含
ふく

む。） 

■葬祭
そうさい

扶助
ふじょ

  葬祭
そうさい

のために必要
ひつよう

な費用
ひよう

 

□就労
しゅうろう

自立
じりつ

給付
きゅうふ

金
きん

 働
はたら

いて得
え

た収 入
しゅうにゅう

が増加
ぞ う か

した事
こと

により、生活
せいかつ

保護
ほ ご

を必要
ひつよう

としなくなった場合
ば あ い

の給付
きゅうふ

金
きん

 

□進学
しんがく

準備
じゅんび

給付
きゅうふ

金
きん

 生活
せいかつ

保護
ほ ご

受
じゅ

給
きゅう

世帯
せ た い

のお子
こ

さんが大学
だいがく

などに進学
しんがく

する場合
ば あ い

の進学
しんがく

準備
じゅんび

のための給付
きゅうふ

金
きん

 

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

は、まず、利用
りよ う

できる資産
しさ ん

、能力
のうりょく

、その他
た

あらゆるものを、その最低
さいてい

限度
げん ど

の生活
せいかつ

の維持
い じ

のために活用
かつよう

することを要件
ようけん

としています。 

 

◎ 働
はたら

くことが可能
かの う

な方
かた

は、その能力
のうりょく

に応
おう

じて働
はたら

いてください。 

◎ 居住用
きょじゅうよう

の家屋
かお く

は原則
げんそく

として保有
ほゆ う

が認
みと

められますが、不動産
ふどうさん

（宅地
たく ち

、家屋
かお く

、田畑
たは た

、山林
さんりん

及
およ

び

原野
げん や

など）、貯蓄性
ちょちくせい

の高
たか

い生命
せいめい

保険
ほけ ん

、預貯金
よちょきん

、自動車
じどうしゃ

などの資産
しさ ん

で保有
ほゆ う

が認
みと

められないものは

原則
げんそく

として処分
しょぶん

し生活費
せいかつひ

に充
あ

ててください。 

ただし、学資
がく し

保険
ほけ ん

、保障型
ほしょうがた

の生命
せいめい

保険
ほけ ん

、原動機付
げん ど う き つ

き自転車
じてんしゃ

などについては保有
ほゆ う

が認
みと

められる

場合
ばあ い

があります。 

◎ 年金
ねんきん

、児童
じど う

手当
てあ て

、児童
じど う

扶養
ふよ う

手当
てあ て

、傷 病
しょうびょう

手当金
てあてきん

、失業
しつぎょう

給付
きゅうふ

金
きん

など、他
た

の法律
ほうりつ

や制度
せい ど

で給付
きゅうふ

が受
う

けられる場合
ばあ い

は、すべて受
う

けてください。 

 

夫婦
ふう ふ

、親
おや

、子
こ

及
およ

び兄弟
きょうだい

姉妹
しま い

など、民法
みんぽう

に定
さだ

める扶養
ふよ う

義務者
ぎ む し ゃ

による扶養
ふよ う

及
およ

び他
た

の法律
ほうりつ

に定
さだ

める

扶助
ふじ ょ

については、生活
せいかつ

保護
ほ ご

の要件
ようけん

ではなく保護
ほ ご

に優先
ゆうせん

して行
おこな

われるものとされています。 

扶養
ふよ う

義務者
ぎ む し ゃ

には、援助
えんじょ

の可能性
かのうせい

について扶養
ふよ う

照会
しょうかい

を行
おこな

いますが、お話
はなし

を伺
うかが

って扶養
ふよ う

が期待
きた い

で

きない(※)と判断
はんだん

した場合
ばあ い

には、照会
しょうかい

を行
おこな

いません。 

(※) 10年
ねん

程度
てい ど

音信
おんしん

不通
ふつ う

であるなど交流
こうりゅう

が断絶
だんぜつ

している、扶養
ふよ う

義務者
ぎ む し ゃ

に借金
しゃっきん

を重
かさ

ねている、 

  扶養
ふよ う

義務者
ぎ む し ゃ

と相続
そうぞく

をめぐり対立
たいりつ

している、ＤＶ(家
か

庭内
ていない

暴力
ぼうりょく

)や虐待
ぎゃくたい

をうけている など 

 

わからないことや不安
ふあ ん

なことは、生活
せいかつ

保護
ほ ご

の担当課
たんとうか

にご相
そう

談
だん

ください。 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

は、その内容
ないよう

によって８種類
しゅるい

の扶助
ふじ ょ

と２つの給付
きゅうふ

金
きん

があります。 
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　るとともに、
す



助長の
じょ

活
かつ

用が可能となった時点で、
よう か のう じ てん

ちょう




